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企
画
・
編
集
・
発
行
 沖
縄
県
知
事
公
室
広
報
課

〒
900-8570 沖

縄
県
那
覇
市
泉
崎
1-2-2

TEL
:098-866-2020

制
作
・
印
刷
 光
文
堂
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
　

〒
901-1111 沖

縄
県
島
尻
郡
南
風
原
町
字
兼
城
577

TEL
:098-889-1121

令
和
５
年
11月

１
日
発
行
　
第
47巻

11号
 通
巻
578号

こ
の
冊
子
は
16,200部

印
刷
し
、
1部
当
た
り
の
経
費
は
約
74.1円

で
す
。

（
当
経
費
は
制
作
費
か
ら
広
告
収
入
を
差
し
引
い
た
金
額
で
す
。）

環
境
に
優
し
い
植
物
油
イ
ン
ク

を
使
用
し
て
い
ま
す

古
紙
パ
ル
プ
配
合
率
60％

の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

〈進め！うちなー調査隊〉
沖縄の文化を残すための
舞台裏と担い手育成の
実態に迫る！

11月は「児童虐待防止
推進月間」です

企画  ▶

特 集  ▶

いろ

  ［伊是名島　二見ヶ浦海岸］



沖縄県は896円
使用者も、労働者も、必ず確認。最低賃金

確認しよう!
最低賃金

111 222 333 444 555
沖
縄
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
は

県
で
は
、「
リ
ゾ
テ
ッ
ク
お
き
な
わ
」
を
合
言
葉
に
、

産
業
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
県

内
企
業
な
ど
の
デ
ー
タ
利
活
用
を
促
進
す
る
た
め
に

構
築
さ
れ
た
の
が
、
沖
縄
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
（
以
下
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」）
で
す
。

ル
ー
ル
を
守
れ
ば
誰
で
も
自
由
に
使
え
る
「
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
」
に
は
、
行
政
や
民
間
企
業
な
ど
が
公

開
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
が
あ
り
、
上
手
に
使
え

ば
企
業
の
売
上
や
生
産
性
向
上
に
も
役
立
ち
ま
す
。

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
多
数
の
県
内
オ
ー
プ
ン

デ
ー
タ
や
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
利
活
用
事
例
な
ど
を
公
開

し
て
お
り
、
デ
ー
タ
利
活
用
に
取
り
組
み
た
い
企
業

必
見
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
す
。

111 222 333 444 555
す
ぐ
に
使
え
ま
す！
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
や
ジ
ャ

ン
ル
か
ら
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
検
索
で
き
ま
す
。
さ

ら
に
、
地
図
上
に
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
り
、
グ
ラ
フ
を

作
成
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
直
感
的
に
デ
ー
タ
の
内

容
が
把
握
で
き
る
機
能
付
き
。
全
て
の
デ
ー
タ
が
無

料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
、
自
社
デ
ー
タ
や
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
と
の
掛
け
合
わ
せ
な
ど
、
よ
り
高
度
な
分
析

に
も
使
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
分
析
ツ
ー
ル
の
レ
ク

チ
ャ
ー
動
画
な
ど
、
こ
れ
か
ら
デ
ー
タ
利
活
用
を
始

め
る
企
業
へ
の
サ
ポ
ー
ト
も
拡
充
し
て
い
ま
す
。

（
例
） 

県
内
イ
ベ
ン
ト
デ
ー
タ
、
沖
縄
食
材
の
店
一
覧
、

市
町
村
エ
リ
ア
別
人
口 

な
ど

111 222 333 444 555
県
内
企
業
で
も
始
ま
っ
て
い
ま
す！

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
利
活
用

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
県
内

企
業
が
実
際
に
取
り
組
ん
だ
事
例
の
概
要
を
一
部
紹

介
し
ま
す
。

 

ホ
テ
ル
業   

県
内
の
イ
ベ
ン
ト
デ
ー
タ
、
航
空
旅
客
輸
送

実
績
を
使
っ
て
自
社
の
宿
泊
者
数
の
推
移
を

分
析

 

小
売
業   

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
数
な
ど
の

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
、
自
社
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ
ー
タ
、

人
流
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
て
、
売
上
へ
の

影
響
要
因
を
分
析

こ
の
他
に
も
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
で
何
が
で
き
る

の
か
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
め
ば
良
い
の
か

な
ど
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
上
手
に
活
用
す
る
ヒ
ン

ト
満
載
の
事
例
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
実
際

に
企
業
で
使
用
さ
れ
た
分
析
テ
ン
プ
レ
ー
ト
も
掲
載

予
定
で
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

111 222 333 444 555
は
じ
め
の
一
歩
も
、

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
も
サ
ポ
ー
ト

県
で
は
、
デ
ー
タ
利
活
用

に
関
す
る
各
種
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
デ
ー

タ
利
活
用
に
取
り
組
み
た
い

企
業
の
実
証
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
い
情
報
は
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
チ
ェ
ッ
ク
！

沖
縄
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

〜
デ
ー
タ
利
活
用
の
は
じ
め
の
一
歩
に
〜

新沖縄21

問い合わせ   　ITイノベーション推進課　電話：098-866-2503　FAX：098-866-2455

プラットフォーム
のホームページ

沖縄オープンデータプラッ
トフォームのロゴマーク

プラットフォームイメージ図

行
政
・
企
業
な
ど
が

保
有
す
る

公
益
性
の
高
い
デ
ー
タ

デ
ー
タ
提
供
者

デ
ー
タ
利
用
者

（
県
内
企
業
な
ど
）

デ
ー
タ
利
用（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
な
ど
）

デ
ー
タ
収
集

沖縄オープンデータプラットフォーム

データ登録・加工ツールウェブサイト

オープンデータ蓄積カタログへの掲載

ダッシュボードで可視化

「リゾテックおきなわ」は、県
における社会・経済のＤＸ推
進に向けた取組の総称です。
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沖縄県は896円
使用者も、労働者も、必ず確認。最低賃金

確認しよう!
最低賃金

玉城知事は、本県のSDGs推進に対し専門的な観点から
意見や助言をいただく「令和5年度第1回SDGsアドバイザ
リーボード会議」に出席しました。
会議では、副座長の蟹江憲史委員

（慶応義塾大学教授）から国連の動向
についての報告、県から地域課題の
解決に向け具体的に取り組むプロジェ
クトチームを設置する方針について
の報告がありました。また、玉城知
事は、国際社会や国内の動向を踏ま
え、本県のSDGsの推進の方向性につ
いて各委員と意見交換を行いました。
≫プロジェクトチームについては、「県の動き３」11ページをご覧ください。

「第2回アジア太平洋ろう者フットサル選手権大会」に日
本代表として出場した宮城実来選手が照屋副知事を表敬
し、優勝を報告しました。
宮城選手は「11月に開
催されるワールドカップ
で世界一をとりたい」と
いう決意と、2025年に日本で開催される、ろう者のオリ
ンピック（デフリンピック）についても「皆さんに知っても
らえるように活躍したい」と意気込みを語りました。
照屋副知事は「世界で活躍する姿は、障がいの有無にか
かわらずスポーツに関わる子どもたちや県民に夢と希望を
与えました。沖縄から世界へ羽ばたき、更なる活躍を期待
しています」と激励しました。

9
6

9
4

9
4

9
17-23

玉城知事はスイス・ジュネーブを訪問し、国連人権理事
会本会議に出席しました。会議において、玉城知事は、沖
縄に基地が集中している状況や県民の平和を希求する思い
などについて、スピーチを行いました。
また、「米軍基地による人権・自治・環境問題」をテー
マにした講演会や国連特別報告者などとの面談を行い、沖

縄の過重な基地負担や辺野古
新基地建設の問題に加え、こ
れらの問題が沖縄だけの問題
ではなく、人権、民主主義、
環境の問題という普遍的な問
題であることについて、国際
社会に訴えました。

玉城知事は、昨年12月に開催された「子どもの権利条約
フォーラム2022 in那覇/沖縄」実行委員会メンバーと面
談しました。実行委員会から、フォーラムに参加した子ど
もたちの意見や、子どもたちが自主的にいじめやLGBTQ
に関する勉強会を開いたことなどが報告されました。
玉城知事は「素晴らしいフォーラムを開催できたという
手応えと、自分たちの意見をもっと言えるかもしれないと
いう期待が生まれたのではないかと思う」と述べ、子ども
たちの声を聞き、
応えられる社会
の実現を目指し
て取り組んでい
くとしました。

表敬 宮城実来選手（デフフットサル日本代表）
第2回アジア太平洋ろう者フットサル選手権大会優勝

玉城知事が
国連人権理事会に出席

子どもの権利条約フォーラム2022
の報告会

玉城知事がSDGsアドバイザリー
ボード会議に出席

沖縄県の主な出来事  2023年9月・10月

02  新・沖縄21世紀ビジョン基本計画／実施計画
沖縄オープンデータプラットフォーム

03 県政フラッシュ
04 特集：11月は「児童虐待防止推進月間」です
06  進め！うちなー調査隊

沖縄の文化を残すための舞台裏と担い手育成の実態に迫る！
08  子育てにがんばる人をサポート！
09 県の動き１ 女性に対する暴力をなくす運動
 県の動き２「おきなわリトルベビーハンドブック」ができました
10 市町村ワードパズル［今帰仁村］
11 県の動き３ おきなわSDGsプラットフォーム プロジェクトチーム募集

12 情報ひろば
14 県の動き４ 離島フェア2023

15 読者プレゼント・広報課から11月のお知らせ・読者の声

11 2023
November vol.578

［ちゅらしま おきなわ］

豊かな自然が自慢の伊是名島。コバルト
ブルーの海が美しい二見ヶ浦海岸は、日
本の名勝にも選ばれています。

本号の電子Book版とバックナンバーは
ホームページでご覧いただけます。
［美ら島沖縄の設置場所］
県内コンビニ、モノレール各駅等で無料配布して
います。また、公共機関や銀行、病院など多くの方々が利用する
施設でもご覧いただけます。新規設置施設も受付致しております
ので、関心のある方は広報課までご連絡ください。なお、全世帯
向けの戸別配布は致しかねます。ご了承ください。

今月の表紙

おきなわの彩
いろ

「伊是名島　二見ヶ浦海岸」
撮影：小早川 渉

沖縄の人口・世帯の動き
2023年９月1日現在

沖縄県庁広報課
公式LINE
@okinawa-
government

沖縄県庁広報課
公式ツイッター
@okinawa_pref

美ら島沖縄 

146万8,255人
※前月比203人増加

64万675世帯
※前月比450世帯増加

総人口

世帯数

国連人権理事会本会議でスピーチを
行う玉城知事
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沖縄県は896円
使用者も、労働者も、必ず確認。最低賃金

確認しよう!
最低賃金

特集 S P E C I A L  F E A T U R E

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
影
響
を
及
ぼ

す
児
童
虐
待
の
防
止
は
、
社
会
全
体
で
取
り

組
む
べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。
毎
年
11
月
の

「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
に
あ
わ
せ
て
、

県
で
は
児
童
虐
待
問
題
に
つ
い
て
関
心
を
高

め
る
た
め
、
集
中
的
な
広
報
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
の
現
状

令
和
４
年
度
の
県
内
児
童
相
談
所
に
お
け

る
児
童
虐
待
相
談
対
応
件
数
（
速
報
値
）
は

２
５
８
５
件
と
な
っ
て
お
り
、
５
年
連
続
で

過
去
最
多
を
更
新
し
て
い
ま
す
。
虐
待
の
種

類
で
は
、心
理
的
虐
待
が
１
９
２
１
件（
74
・

３
％
）
で
最
も
多
く
、
次
に
身
体
的
虐
待
が

３
３
０
件（
12
・
８
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
の
背
景

核
家
族
の
増
加
、
地
域
の
つ
な
が
り
の
希

薄
化
な
ど
の
社
会
的
要
因
や
、
家
庭
の
経
済

的
困
窮
や
社
会
的
孤
立
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
暴

力
（
Ｄ
Ｖ
）
な
ど
の
養
育
環
境
の
リ
ス
ク
の

増
加
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
内
で
は
子
ど
も
の
貧
困
が
深
刻
な
状
況

に
あ
る
こ
と
、
ひ
と
り
親
家
庭
や
若
年
出
産

が
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
保
護
者
が
子
育
て

に
関
す
る
悩
み
を
抱
え
や
す
い
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ
て
、
保
護

者
が
十
分
な
支
援
を
受
け
ら
れ
ず
、
社
会
に

お
け
る
孤
立
を
余
儀
な
く
さ
れ
虐
待
に
至
る

こ
と
が
あ
る
事
実
を
社
会
全
体
で
受
け
と
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

児
童
虐
待
問
題
は
、
一
組
の
親
と
子
ど
も

の
問
題
と
し
て
捉
え
て
は
解
決
で
き
ま
せ
ん
。

家
族
全
体
の
問
題
で
あ
り
、
ま
た
、
一
つ
の

家
族
を
取
り
巻
く
地
域
社
会
全
体
の
問
題
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
学
校
や
行
政
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
方
々
の
協
力
な
く
し
て
、
虐

待
を
早
期
発
見
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

児
童
虐
待
と
思
っ
た
ら

児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
は
、

児
童
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
児
童
を
発

見
し
た
者
は
、
速
や
か
に
児
童
相
談
所
な
ど

に
通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め

て
い
ま
す
。
現
に
虐
待
を
受
け
て
い
る
子
ど

も
を
発
見
し
た
と
き
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

虐
待
を
受
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

た
ら
、
迷
わ
ず
通
告
し
て
く
だ
さ
い
。

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す

〜
あ
な
た
し
か
　
気
づ
い
て
な
い
か
も
　
そ
の
サ
イ
ン
〜子育てなどに関する相談は、児童相談所のほか

各市町村児童担当課などでも受け付けています。
窓口 電話番号 相談時間

中央児童相談所
（おきなわ子ども虐待ホットライン） 098-886-2900 24時間・365日

中央児童相談所（宮古分室） 0980-75-6505
8:30～17:15
（ 祝祭日、年末年始、慰霊の日を除く
月～金）

中央児童相談所（八重山分室） 0980-88-7801

コザ児童相談所 098-937-0859

県教育委員会
（親子電話相談室） 098-869-8753

月曜日～土曜日（9:00～22:00）
※ 相談時間外は「24時間ダイヤル」
0120-0-78310

各市町村の担当窓口 各市町村児童担当課 各市町村によって異なります

児童虐待防止法では、保護者がその監督・
保護する児童（18歳未満の者）に対して行
う次のような行為と定めています。

身体的虐待  
●殴る、蹴る、叩く、激しく揺さぶる
●熱湯をかける､おぼれさせる
●たばこの火を押しつける
●投げ落とす、逆さづりにする
●部屋の外に閉め出す
●意図的に子どもを病気にさせる　など

心理的虐待 
●言葉で脅かす
●他の兄弟と著しく差別的な扱いをする
●児童を無視したり拒否的な態度を示す
●児童の心を傷つけるような言動をする
●配偶者やその他の家族などに対し暴力を振るう　など

ネグレクト（養育の放棄・怠慢） 
●  児童を家に残したままたびたび外出したり、
車などに長時間放置したりする

●病気になっているのに病院に受診させない
●下着などを替えさせず不潔なままにする
●適切な食事を与えない
●登校する意志がある児童を登校させない　など

性的虐待 
●児童への性交、性的暴行
●性的行為の強要
●性器や性交を見せる
●児童ポルノの被写体にする　など

児童虐待
とは？
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沖縄県は896円
使用者も、労働者も、必ず確認。最低賃金

確認しよう!
最低賃金

特集 S P E C I A L  F E A T U R E

児
童
相
談
所
虐
待
対

応
ダ
イ
ヤ
ル「
１
８
９
」
は
、

す
ぐ
に
通
告
・
相
談
が
で

き
る
全
国
共
通
の
電
話

番
号
と
な
っ
て
お
り
、
お

近
く
の
児
童
相
談
所
に

つ
な
が
り
ま
す
。

た
と
え
間
違
い
で
あ
っ
て
も
、
通
告
者
が

責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
通
告
を
受
け
た
市
町
村
や
児
童
相
談
所

は
、
通
告
者
を
特
定
す
る
情
報
を
漏
ら
し
て

は
な
ら
な
い
と
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
お
電
話
く
だ
さ
い
。

保
護
者
の
方
へ

「
子
育
て
が
う
ま
く
で
き
ず
に
自
分
を
責
め

て
し
ま
う
」、「
イ
ラ
イ
ラ
し
て
、
つ
い
子
ど

も
に
当
た
っ
て
し
ま
う
」、「
周
り
に
助
け
て

く
れ
る
人
が
い
な
い
」
な
ど
、
子
育
て
に
関

し
て
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
地
域
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
、
市
町
村
の
担
当
窓
口
、
児
童
相

談
所
な
ど
に
相
談
で
き
ま
す
。
適
切
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
必
要
に

応
じ
た
支
援
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
勇
気
を
出
し
て
相
談
し
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。

問い合わせ  　青少年・子ども家庭課　電話：098-866-2174　FAX：098-868-2402

11月17日は
「おきなわ子どもの権利の日」！
県では、沖縄の子どもたちの権利を守るために、「沖縄県
子どもの権利を尊重し虐待から守る社会づくり条例」を制
定し、令和２年４月に施行しました。
全ての子どもは次の社会を担うかけがえのない存在です。
子どもを一人の人間として、また、権利の主体として尊重し、
健やかな成長を保障することは社会全体の責務です。

大人の役割を考えよう！ 
子どもの権利を尊重し、虐待から守るためには、保護者
だけでなく地域や行政が連携し、虐待の早期発見と、虐待
防止の環境づくりに努めていかなければなりません。

●条例第６条（県民の責務）
県民は、子どもの権利についての理解を深めるとともに、
虐待の防止や早期発見の協力に努めましょう。

●条例第７条（保護者の役割）
保護者は、子どもが心身ともに健やかに成長できるよう
に努めましょう。また、どんな理由があっても体罰をして
はいけません。

●４つの大切な子どもの権利

普及啓発イベント 
　子どもの権利の普及啓発の一環として、RBCiラジオの人
気番組「Bランチ」の公開放送が実施され、子どもの権利
についてトークを行う予定です。
日時：令和５年11月19日（日）12:00～14:00
場所：イオンモール沖縄ライカム

「おきなわ子どもの権利の日」特設サイトは
10月下旬から公開予定です。

189189189
いちはやくいちはやくいちはやく

通話料無料通話料無料通話料無料

（参考）公益社団法人ユニセフ協会 子どもの権利条約

生きる権利

住む場所があり、防げる
病気で命が奪われないこと。

育つ権利
勉強したり、遊んだりして、
自分らしく育つことが

できること。

守られる権利

暴力やひどい扱いを
受けることのないように

守られること。

参加する権利

自由に発言したり、
集まってグループを
作ったりできること。

1 2

3 4

令和５年度子ども虐待防止講演会令和５年度子ども虐待防止講演会
子ども・子育てを支援し、

子ども虐待のない社会を目指して

子どもも大人もしんどくない子育て
～子どもたちが教えてくれたこと～
講師： きしもとたかひろさん

（保育士・元放課後児童支援員）

日時：11月3日（金・祝）10:00～12:00 リモート開催

こころのケガを抱える子どもを理解する
～トラウマインフォームドケア～
講師： 野坂祐子さん

（大阪大学大学院　人間科学研究科教授）

日時：11月12日（日）14:00～16:00 リモート開催

子どもの権利を守るために
～虐待に至った親への支援～
講師： 森田ゆりさん

（エンパワメント・センター主宰）

日時：11月26日（日）10:00～12:00 うるま市共催

会場： うるま市生涯学習・文化振興センター
「ゆらてく」ホール

申込締切：各開催日の２日前 ※定員に達し次第締切
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沖縄県は896円
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模造復元された「聞得大君御殿雲龍黄金
簪」と、製作の様子（写真提供：沖縄県立博
物館・美術館）

（写真提供：一般財団法人沖縄美ら島財団）

沖
縄
の
文
化
を
残
す
た
め
の
舞
台
裏
と

担
い
手
育
成
の
実
態
に
迫
る
！

県内の気
になるコ

ト・モノ
を知れば

沖縄がも
っと面白

くなる！

県
は
2
0
2
1
年
、11
月
１
日
を「
琉
球
歴
史
文
化
の
日
」に
制
定
し
ま
し
た
。

か
つ
て
琉
球
王
国
だ
っ
た
沖
縄
に
は
歴
史
や
伝
統
を
伝
え
る
多
く
の
文
化
財
が
残
っ
て
お
り
、

後
世
に
受
け
継
ぐ
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
機
関
が
保
護
や
修
復
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
沖
縄
に
は
、
独
特
な
気
候
風
土
や
、

琉
球
王
国
時
代
に
海
外
の
技
術
を
取

り
入
れ
て
独
自
の
文
化
を
育
ん
で
き
た

こ
と
を
背
景
に
、有
形
無
形
を
問
わ
ず
、

数
多
く
の
貴
重
な
文
化
財
が
存
在
し

ま
す
。
2
0
2
2
年
５
月
１
日
現
在
、

国
や
県
ま
た
は
市
町
村
が
指
定
し
た

文
化
財
は
、
建
造
物
や
工
芸
品
、組

踊
な
ど
1
4
4
0
件
に
上
り
ま
す
。

　
特
に
、琉
球
王
国
時
代
に
生
ま
れ
た

伝
統
的
な
工
芸
技
術
は
国
内
外
で
も

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。民
藝
運
動

の
父
と
さ
れ
る
柳
宗
悦
は
、「
宝
の
山
に

入
っ
た
よ
う
な
想
い
」と
賞
賛
し
ま
し

た
。
ま
た
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術

館
と
い
っ
た
欧
米
の
著
名
な
施
設
に

も
沖
縄
の
工
芸
品
が
所
蔵
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
を
中

心
に
、2
0
1
5
年
度
か
ら
2
0
2

１
年
度
ま
で
行
わ
れ
た「
琉
球
王
国

文
化
遺
産
集
積
・
再
興
事
業
」で
は
、

科
学
分
析
な
ど
の
最
新
研
究
を
基
に
、

65
点
の
文
化
財
を
模
造
復
元
し
ま
し

た
。
16
世
紀
ご
ろ
に
作
ら
れ
た
と
み

ら
れ
る「
聞
得
大
君
御
殿
雲
龍
黄
金

簪
」の
復
元
工
程
で
は
、
厚
さ
0
・

4
ミ
リ
の
銅
板
に
文
様
を
彫
金
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
な
ど
、
当
時
の

技
術
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
改
め
て
立
証

で
き
ま
し
た
。
模
造
復
元
品
の
製
作

を
通
し
て
、
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
琉

球
王
国
時
代
の
手
業
を
現
代
に
再
現

す
る
こ
と
は
、
今
後
の
伝
統
工
芸
品

の
修
復
・
復
元
作
業
に
も
役
立
ち
、

学
術
的
に
も
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
県
内
で
は
現
在
、
学
術

機
関
や
公
共
施
設
な
ど
で
、
若
手
修

復
士
や
伝
承
者
を
育
成
す
る
た
め
の

取
組
も
行
わ
れ
て
お
り
、
工
芸
技
術

の
再
現
と
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
後
世

に
残
す
た
め
の
保
護
・
修
復
活
動
へ

の
相
乗
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
歴
史
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、

文
化
財
を
守
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
。

11
月
1
日
の「
琉
球
歴
史
文
化
の
日
」

を
機
に
、
文
化
財
を
通
し
、
琉
球
王

国
時
代
を
含
む
沖
縄
の
歴
史
や
文
化

に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

沖縄の歴史や文化を
守り続ける専門集団

　沖縄県立博物館・美術館（おきみゅー）では、美
術工芸品等の収集や他の機関から依頼のあった作
品の保存修復を行っている。博物館では輸送によ
る破損を防ぐために修復の技術者を招き、館内で
漆芸品の修復作業を行う。館内には温度や湿度を
管理した10以上の収蔵庫があり、合計約10万５
千個の貴重な収蔵品を保管。沖縄の歴史や文化、
芸術を伝える役割を担っている。

CASE 2

［大 学］

　沖縄県立芸術大学の漆芸分野では、2021年度から隔年で
「文化財保存修復」の特別演習を実施している。漆芸の知識
や基本技術を身につけた大学院生を対象に、これまでに計
６人の学生が受講。３日間かけて東京藝術大学の講師や漆
芸品の修復作業を担う専門家から、文化財修復の概念や技
法を学ぶ。受講した学生からは「実際に使用する道具や工程
を知ることができ、改めて保存修復の重要性を実感できた」
との声も。将来の修復士誕生に期待が高まる。

沖縄から誕生する未来の文化財修復士

CASE 3

［ 劇 場 ］

　国の重要無形文化財「組踊」の伝承者を養成するための研
修を行っている。期間は３年間。2005年から始まり、現在
の７期生を合わせて66人の研修生が受講している。人間国
宝ら各分野の第一人者が講師を務め、「執心鐘入」や「花売の
縁」など組踊を代表する６演目の習得を目指すほか、琉球舞
踊や各自の専攻とは違う楽器の演奏、発声方法や作法など
の基礎実技を学ぶ。組踊は後継者の高齢化が進んでおり、
若手伝承者の育成が急務とされている。

実践的なカリキュラムに豪華講師陣が集結

沖
縄
だ
か
ら
こ
そ

生
ま
れ
た
豊
か
で
多
様
な

伝
統
工
芸

琉
球
王
国
時
代
の
技
法
を

再
現
し
、現
代
に
蘇
ら
せ
る

保存や修復
技法を学ぶ

大学院での
特別演習

組踊の将来を
担う

伝統芸能伝承
者養成事業

漆芸品修復の流れ（一例）

沖縄県立博物館・美術館に
は首里城火災によって割れ
た瓦や溶けたガラスを文化
財として収めているほか、火
災被害にあった美術工芸品
の修復協力も行っているよ！

こんなことも
しています！

琉球王国時代に培われた数々の伝統技術は
国内外において高く評価されている。

当時の技術を再現し、人材を育成することで
多種多様で貴重な文化を将来に残すことができる。

世界に誇れる沖縄の文化を
次代に残す取組が始まっている。

多様な文化を後世に伝える人材育成の取組

進め！

進め！

まと め

沖縄県立博物館・美術館
https://okimu.jp/

公益財団法人国立劇場おきなわ
https://www.nt-okinawa.or.jp/

沖縄県立芸術大学
https://www.okigei.ac.jp/

ホームページ

CASE 1

博物館
美術館

行ってみよう！収蔵資料数は県内最大「おきみゅー」に潜入！

ホームページ

ホームページ

どこが破損しているかなど、
状態を確認する。

割れ目に漆を流し込んだり、刷り込
んだりして構造を安定させる。

付着したほこりを取り除くクリーニ
ングを実施。塗膜がめくれている箇
所を押さえる。

完了したら元の箱に戻し、収蔵庫に
収める。工程も記録に残す。 沖縄県立博物館・美術館の

マスコットキャラクター
「おきみゅーちゃん」

き
こ   

え   

お
お 

ぎ
み  

う
ど
ぅ
ん   

う
ん  

り
ゅ
う 

お
う 

ご
ん

か
ん
ざ
し

しゅうしんかねいり はなうり

えん

模造復元された「聞得大君御殿雲龍黄金
簪」と、製作の様子（写真提供：沖縄県立博
物館・美術館）

（写真提供：一般財団法人沖縄美ら島財団）
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日
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縄
に
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史
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く
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。
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縄
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問
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。
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造
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。
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技
術
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
改
め
て
立
証

で
き
ま
し
た
。
模
造
復
元
品
の
製
作

を
通
し
て
、
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
琉

球
王
国
時
代
の
手
業
を
現
代
に
再
現

す
る
こ
と
は
、
今
後
の
伝
統
工
芸
品

の
修
復
・
復
元
作
業
に
も
役
立
ち
、

学
術
的
に
も
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
県
内
で
は
現
在
、
学
術

機
関
や
公
共
施
設
な
ど
で
、
若
手
修

復
士
や
伝
承
者
を
育
成
す
る
た
め
の

取
組
も
行
わ
れ
て
お
り
、
工
芸
技
術

の
再
現
と
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
後
世

に
残
す
た
め
の
保
護
・
修
復
活
動
へ

の
相
乗
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
歴
史
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、

文
化
財
を
守
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
。

11
月
1
日
の「
琉
球
歴
史
文
化
の
日
」

を
機
に
、
文
化
財
を
通
し
、
琉
球
王

国
時
代
を
含
む
沖
縄
の
歴
史
や
文
化

に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

沖縄の歴史や文化を
守り続ける専門集団

　沖縄県立博物館・美術館（おきみゅー）では、美
術工芸品等の収集や他の機関から依頼のあった作
品の保存修復を行っている。博物館では輸送によ
る破損を防ぐために修復の技術者を招き、館内で
漆芸品の修復作業を行う。館内には温度や湿度を
管理した10以上の収蔵庫があり、合計約10万５
千個の貴重な収蔵品を保管。沖縄の歴史や文化、
芸術を伝える役割を担っている。

CASE 2

［大 学］

　沖縄県立芸術大学の漆芸分野では、2021年度から隔年で
「文化財保存修復」の特別演習を実施している。漆芸の知識
や基本技術を身につけた大学院生を対象に、これまでに計
６人の学生が受講。３日間かけて東京藝術大学の講師や漆
芸品の修復作業を担う専門家から、文化財修復の概念や技
法を学ぶ。受講した学生からは「実際に使用する道具や工程
を知ることができ、改めて保存修復の重要性を実感できた」
との声も。将来の修復士誕生に期待が高まる。

沖縄から誕生する未来の文化財修復士

CASE 3

［ 劇 場 ］

　国の重要無形文化財「組踊」の伝承者を養成するための研
修を行っている。期間は３年間。2005年から始まり、現在
の７期生を合わせて66人の研修生が受講している。人間国
宝ら各分野の第一人者が講師を務め、「執心鐘入」や「花売の
縁」など組踊を代表する６演目の習得を目指すほか、琉球舞
踊や各自の専攻とは違う楽器の演奏、発声方法や作法など
の基礎実技を学ぶ。組踊は後継者の高齢化が進んでおり、
若手伝承者の育成が急務とされている。

実践的なカリキュラムに豪華講師陣が集結

沖
縄
だ
か
ら
こ
そ

生
ま
れ
た
豊
か
で
多
様
な

伝
統
工
芸

琉
球
王
国
時
代
の
技
法
を

再
現
し
、現
代
に
蘇
ら
せ
る

保存や修復
技法を学ぶ

大学院での
特別演習

組踊の将来を
担う

伝統芸能伝承
者養成事業

漆芸品修復の流れ（一例）

沖縄県立博物館・美術館に
は首里城火災によって割れ
た瓦や溶けたガラスを文化
財として収めているほか、火
災被害にあった美術工芸品
の修復協力も行っているよ！

こんなことも
しています！

琉球王国時代に培われた数々の伝統技術は
国内外において高く評価されている。

当時の技術を再現し、人材を育成することで
多種多様で貴重な文化を将来に残すことができる。

世界に誇れる沖縄の文化を
次代に残す取組が始まっている。

多様な文化を後世に伝える人材育成の取組

進め！

進め！

まと め

沖縄県立博物館・美術館
https://okimu.jp/

公益財団法人国立劇場おきなわ
https://www.nt-okinawa.or.jp/

沖縄県立芸術大学
https://www.okigei.ac.jp/

ホームページ

CASE 1

博物館
美術館

行ってみよう！収蔵資料数は県内最大「おきみゅー」に潜入！

ホームページ

ホームページ

どこが破損しているかなど、
状態を確認する。

割れ目に漆を流し込んだり、刷り込
んだりして構造を安定させる。

付着したほこりを取り除くクリーニ
ングを実施。塗膜がめくれている箇
所を押さえる。

完了したら元の箱に戻し、収蔵庫に
収める。工程も記録に残す。 沖縄県立博物館・美術館の

マスコットキャラクター
「おきみゅーちゃん」
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沖縄県は896円
使用者も、労働者も、必ず確認。最低賃金

確認しよう!
最低賃金

模造復元された「聞得大君御殿雲龍黄金
簪」と、製作の様子（写真提供：沖縄県立博
物館・美術館）

（写真提供：一般財団法人沖縄美ら島財団）

沖
縄
の
文
化
を
残
す
た
め
の
舞
台
裏
と

担
い
手
育
成
の
実
態
に
迫
る
！

県内の気
になるコ

ト・モノ
を知れば

沖縄がも
っと面白

くなる！

県
は
2
0
2
1
年
、11
月
１
日
を「
琉
球
歴
史
文
化
の
日
」に
制
定
し
ま
し
た
。

か
つ
て
琉
球
王
国
だ
っ
た
沖
縄
に
は
歴
史
や
伝
統
を
伝
え
る
多
く
の
文
化
財
が
残
っ
て
お
り
、

後
世
に
受
け
継
ぐ
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
機
関
が
保
護
や
修
復
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
沖
縄
に
は
、
独
特
な
気
候
風
土
や
、

琉
球
王
国
時
代
に
海
外
の
技
術
を
取

り
入
れ
て
独
自
の
文
化
を
育
ん
で
き
た

こ
と
を
背
景
に
、有
形
無
形
を
問
わ
ず
、

数
多
く
の
貴
重
な
文
化
財
が
存
在
し

ま
す
。
2
0
2
2
年
５
月
１
日
現
在
、

国
や
県
ま
た
は
市
町
村
が
指
定
し
た

文
化
財
は
、
建
造
物
や
工
芸
品
、組

踊
な
ど
1
4
4
0
件
に
上
り
ま
す
。

　
特
に
、琉
球
王
国
時
代
に
生
ま
れ
た

伝
統
的
な
工
芸
技
術
は
国
内
外
で
も

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。民
藝
運
動

の
父
と
さ
れ
る
柳
宗
悦
は
、「
宝
の
山
に

入
っ
た
よ
う
な
想
い
」と
賞
賛
し
ま
し

た
。
ま
た
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術

館
と
い
っ
た
欧
米
の
著
名
な
施
設
に

も
沖
縄
の
工
芸
品
が
所
蔵
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美
術
館
を
中

心
に
、2
0
1
5
年
度
か
ら
2
0
2

１
年
度
ま
で
行
わ
れ
た「
琉
球
王
国

文
化
遺
産
集
積
・
再
興
事
業
」で
は
、

科
学
分
析
な
ど
の
最
新
研
究
を
基
に
、

65
点
の
文
化
財
を
模
造
復
元
し
ま
し

た
。
16
世
紀
ご
ろ
に
作
ら
れ
た
と
み

ら
れ
る「
聞
得
大
君
御
殿
雲
龍
黄
金

簪
」の
復
元
工
程
で
は
、
厚
さ
0
・

4
ミ
リ
の
銅
板
に
文
様
を
彫
金
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
な
ど
、
当
時
の

技
術
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
改
め
て
立
証

で
き
ま
し
た
。
模
造
復
元
品
の
製
作

を
通
し
て
、
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
琉

球
王
国
時
代
の
手
業
を
現
代
に
再
現

す
る
こ
と
は
、
今
後
の
伝
統
工
芸
品

の
修
復
・
復
元
作
業
に
も
役
立
ち
、

学
術
的
に
も
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
県
内
で
は
現
在
、
学
術

機
関
や
公
共
施
設
な
ど
で
、
若
手
修

復
士
や
伝
承
者
を
育
成
す
る
た
め
の

取
組
も
行
わ
れ
て
お
り
、
工
芸
技
術

の
再
現
と
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
後
世

に
残
す
た
め
の
保
護
・
修
復
活
動
へ

の
相
乗
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
歴
史
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、

文
化
財
を
守
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
。

11
月
1
日
の「
琉
球
歴
史
文
化
の
日
」

を
機
に
、
文
化
財
を
通
し
、
琉
球
王

国
時
代
を
含
む
沖
縄
の
歴
史
や
文
化

に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

沖縄の歴史や文化を
守り続ける専門集団

　沖縄県立博物館・美術館（おきみゅー）では、美
術工芸品等の収集や他の機関から依頼のあった作
品の保存修復を行っている。博物館では輸送によ
る破損を防ぐために修復の技術者を招き、館内で
漆芸品の修復作業を行う。館内には温度や湿度を
管理した10以上の収蔵庫があり、合計約10万５
千個の貴重な収蔵品を保管。沖縄の歴史や文化、
芸術を伝える役割を担っている。

CASE 2

［大 学］

　沖縄県立芸術大学の漆芸分野では、2021年度から隔年で
「文化財保存修復」の特別演習を実施している。漆芸の知識
や基本技術を身につけた大学院生を対象に、これまでに計
６人の学生が受講。３日間かけて東京藝術大学の講師や漆
芸品の修復作業を担う専門家から、文化財修復の概念や技
法を学ぶ。受講した学生からは「実際に使用する道具や工程
を知ることができ、改めて保存修復の重要性を実感できた」
との声も。将来の修復士誕生に期待が高まる。

沖縄から誕生する未来の文化財修復士

CASE 3

［ 劇 場 ］

　国の重要無形文化財「組踊」の伝承者を養成するための研
修を行っている。期間は３年間。2005年から始まり、現在
の７期生を合わせて66人の研修生が受講している。人間国
宝ら各分野の第一人者が講師を務め、「執心鐘入」や「花売の
縁」など組踊を代表する６演目の習得を目指すほか、琉球舞
踊や各自の専攻とは違う楽器の演奏、発声方法や作法など
の基礎実技を学ぶ。組踊は後継者の高齢化が進んでおり、
若手伝承者の育成が急務とされている。

実践的なカリキュラムに豪華講師陣が集結

沖
縄
だ
か
ら
こ
そ

生
ま
れ
た
豊
か
で
多
様
な

伝
統
工
芸

琉
球
王
国
時
代
の
技
法
を

再
現
し
、現
代
に
蘇
ら
せ
る

保存や修復
技法を学ぶ

大学院での
特別演習

組踊の将来を
担う

伝統芸能伝承
者養成事業

漆芸品修復の流れ（一例）

沖縄県立博物館・美術館に
は首里城火災によって割れ
た瓦や溶けたガラスを文化
財として収めているほか、火
災被害にあった美術工芸品
の修復協力も行っているよ！

こんなことも
しています！

琉球王国時代に培われた数々の伝統技術は
国内外において高く評価されている。

当時の技術を再現し、人材を育成することで
多種多様で貴重な文化を将来に残すことができる。

世界に誇れる沖縄の文化を
次代に残す取組が始まっている。

多様な文化を後世に伝える人材育成の取組

進め！

進め！

まと め

沖縄県立博物館・美術館
https://okimu.jp/

公益財団法人国立劇場おきなわ
https://www.nt-okinawa.or.jp/

沖縄県立芸術大学
https://www.okigei.ac.jp/

ホームページ

CASE 1

博物館
美術館

行ってみよう！収蔵資料数は県内最大「おきみゅー」に潜入！

ホームページ

ホームページ

どこが破損しているかなど、
状態を確認する。

割れ目に漆を流し込んだり、刷り込
んだりして構造を安定させる。

付着したほこりを取り除くクリーニ
ングを実施。塗膜がめくれている箇
所を押さえる。

完了したら元の箱に戻し、収蔵庫に
収める。工程も記録に残す。 沖縄県立博物館・美術館の

マスコットキャラクター
「おきみゅーちゃん」
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沖縄県は896円
使用者も、労働者も、必ず確認。最低賃金

確認しよう!
最低賃金

ファミリー・サポート・センター（以下「ファミサポ」 ）
とは、「子どもはみんなで育てるものさぁ～」というキャッ
チフレーズのもと、おねがい会員（依頼会員）とまかせて
会員（提供会員）が地域で支え合う仕組みです。おねがい
会員の「子育ての困ったこと」や「手助けがほしい」に
応えて、必要な講習を受講したまかせて会員がサポート
を行います。保育施設への送迎を伴う預かりや、保護者
の病気・急用の際の預かりなど、地域で安心して子育て
ができるようサポートしています。
ファミサポでは、会員間の架け橋（調整役）となるアドバイザー

が、両会員の声を聴きとり、適切な対応に努めています。
「人と人をつなぎ、子どもに笑顔を」という願いを届け
る仕組みがファミサポです。

「ファミサポのおかげで仕事を辞めずに済んだ」「実
家のようです」「子育て期の『保険』のような安心感があ
る」など、おねがい会員（依頼会員）から高い評価を受
けております。

※国頭村、大宜味村、東村、本部町、今帰仁村、宜野座村、金武町、
　恩納村、伊江村

親や子どもの笑顔に会える有償ボランティア活動に興味
がある方、ぜひ、まかせて会員（提供会員）登録をしませんか？
なお、各地域のファミサポでは、相互援助活動が安全で
安心して行えるように、まかせて会員向けに講習会を定期
的に実施しています。
詳しくは、各地域のファミサポへお問い合わせください。

1 那覇市 ☎ 098-857-8991
2 宜野湾市 ☎ 098-893-4463
3 石垣市 ☎ 0980-87-0655
４ 浦添市 ☎ 098-870-0073
5 名護市 ☎ 0980-43-7540
6 糸満市 ☎ 098-987-4009
7 沖縄市 ☎ 098-921-1234
8 豊見城市 ☎ 098-850-0143
9 うるま市 ☎ 070-5699-6733
10 宮古島市 ☎ 0980-73-1332
11 南城市 ☎ 098-917-5212
12 やんばる町村※ ☎ 0980-43-7551
13 読谷村 ☎ 098-953-3525
14 北谷町・嘉手納町・北中城村 ☎ 098-989-9763
15 与那原町・西原町・中城村 ☎ 098-988-1914
16 南風原町 ☎ 098-889-3327
17 八重瀬町 ☎ 098-998-4000
18 竹富町 ☎ 0980-87-6325
19 久米島町 ☎ 098-985-7124
20 座間味村 ☎ 098-896-4045
21 粟国村 ☎ 098-988-2017
22 渡嘉敷村 ☎ 098-987-2322
23 南大東村 ☎ 09802-2-2116

子育てにがんばる人をサポート！
●ファミリー・サポート・センターの仕組み

ファミリー・サポート・センター連絡先

●まかせて会員（提供会員）登録をしましょう！

援助（育児サポート）

おねがい会員

どっちも会員

まかせて会員

ファミリー・サポート・
センター

援助
の申
し入
れ

援助の打診
会員登録

会員
の申
し込
み

報酬（利用料金）

問い合わせ   　子育て支援課　  電話：098-866-2457　FAX：098-866-2433
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